
行政の立場から

大府市の取り組み

2023.12.22 NCGG-UniCoプロジェクト コンソーシアムキックオフ会議

大府市健康未来部

部長 中村 浩

Dementia - Friendly City OBU



１．大府市の紹介

1-1 市の概要、健康都市の歴史

1-2 ウェルネスバレー

２．大府市の認知症施策について

2-1 脳とからだの健康チェック

2-2 大府市認知症に対する不安のないまちづくり推進条例

2-3 地域包括ケア推進ビジョン

2-４ 誰もが集える地域の場つくり

2-５ しなやかネット×おおぶ・あったか見守りネットワーク

2-６ 認知症サポーター２万人チャレンジ！

2-７ 認知症モニュメントライトアップ

 2-８ プラスワンの高齢者施策

３．UniCoプロジェクトへの期待

１



1-1 市の概要、健康都市の歴史

面 積 33.66k㎡

総人口
９3,078人
（２０２３年11月末現在）

高齢者数 20,061人（21.60％）

予算総額
３６１.0億円
（令和５年度一般会計）

財政力指数
1.15
(過去3か年平均)

昭和45年 市制施行

昭和50年 第１次大府市総合計画策定

「明るい、住みよい、豊かな健康都市」

昭和62年 「健康づくり都市」宣言

平成18年 WHO健康都市連合に加盟

平成21年 WHO健康都市連合日本支部第5回大会を開催

平成26年 新健康おおぶ21プラン策定

平成29年 「健康都市おおぶ」みんなの健康づくり推進条
例制定

令和３年 第９回健康都市連合国際大会 WHO表彰受賞

市の概要

健康都市の歴史
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１ 大府市の紹介
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1-1 ウェルネスバレー（健康関連施設の一大拠点）

げんきの郷（JA直売所）

あいち健康プラザ

あいち健康の森公園

認知症介護研究・

研修大府センター

あいち健康の森薬草園

介護付有料老人ホーム
フラワーサーチ大府

住宅型有料老人ホーム

さわやかの丘

介護老人保健施設
ルミナス大府

あいち小児保健医療
総合センター

ウッドビレッジ

大府市

東浦町

あいち健康の森とその周辺地区

ウェルネスバレー地区

１ 大府市の紹介

国立長寿医療研究センター/病院

指定介護老人福祉施設

愛厚ホーム大府苑
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H19

H27

H29

H30

R4

共和駅の鉄道事故発生
認知症サポーター養成開始

認知症不安ゼロ作戦の開始

認知症条例制定

認知症サポーター養成２万人チャレンジ！開始

チャレンジ達成、
厚生労働大臣優秀賞受賞

オレンジプラン開始

H25

（参考）国・県の動き

大府市の動き

新オレンジプラン開始

H27

あいちオレンジタウン構想

H29

認知症施策推進大綱の制定

R1

認知症基本法の成立

R5

介護保険法施
行
H12

２．大府市の認知症施策について

認知症に対する不安のないまち おおぶ

予 防
本人・家族
への支援

正しい知識
の普及

Ｊ-ＭINT研究
プラチナ長寿健診の年齢
引き下げ
Unicoプロジェクト など
新たな展開へ



2-1 脳とからだの健康チェック予 防

脳とからだの健康チェック

2010年 大府健康長寿サポート会議の発足

201１年
～2012年

脳とからだの健康チェック２０１１

2012年
～2016年

「健康長寿塾」の実施

2015年 認知症不安ゼロ作戦事業の開始

2015年
～2016年

脳とからだの健康チェック２０１6

2016年
～2017年

プラチナ長寿健診の実施

2016年
～2017年

コグニノートの配布

コグニノート
５

認知症不安ゼロ作戦

プラチナ長寿健診
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2-1 脳とからだの健康チェック

自主グループの活動

口腔ケア健診

予 防

コグニサイズ コグニバイク



本人・家族への支援
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①「健康都市おおぶ」としての歴史と取組

②国立長寿医療研究センター・認知症介護研究・研修大府センター・あいち健康の森健康科学総合セン
ターが集積する環境

③「認知症の予防」「認知症の人にやさしい地域づくり」の実現に向けた様々な取組の実績

④全国の注目を集めた鉄道事故（認知症の人を介護する家族の監督義務をめぐって裁判で争い）から
10年が経過（平成19年12月に市内で発生）

超高齢社会において、「認知症になることの不安」と、「認知症になった後 の不安」の両者を軽減でき
るよう、市民・関係者・行政が一体となって取り組むためのシンボルとして、条例化を検討

日本初の「認知症施策に関する総合条例」として、大府モデルが他の地域へも広がることを期待

2-2 大府市認知症に対する不安のないまちづくり推進条例①

条例制定の背景

７

岡村市長

「地方からこの国のかたちをかえる」

認知症条例を基に
「地域包括ケア推進ビジョン」や

福祉計画へ



大府市認知症条例（H29） 認知症基本法（R5.6）

①正しい知識及び理解に基づき、認知症の人や
家族の視点に立って取り組むこと。
②誰もが安心して暮らすことのできる地域社会の
実現を目指すこと。
③市民や事業者、地域組織、関係機関、市が、そ
の役割や責務を認識し、相互に連携すること。

「認知症に対する不安のないまち・おおぶ」の実現

施策・
推進体制

目的

それぞれ
の役割
と責務

基本理念

正しい知識
の普及

予防
本人・家族
への支援

大府市認知症支援ネットワーク会議の設置

市民

事業者 地域組織

関係機関市
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事業者
保健医療・福祉
サービス提供者

地方公共団体国国民

共生社会の実現

①基本的人権を享有する個人として自らの意思によっ
て生活を営む ②正しい知識及び理解を深める ③障
壁を除去し、地域で安全・安心して生活、意見表明や
社会参画の機会の確保 ④良質で適切な保健医療
及び福祉サービスを提供 ⑤家族への支援 ⑥研究の
推進 ⑦教育、地域づくり、雇用、保健、医療、福祉
等各関連分野の総合的取組として行われる

国民理解
の増進

認知症施策推進本部（内閣）の設置

バリア
フリー化

社会
参加

意思決定
支援

サービス
提供体制

相談
体制

研究
推進 予防 調査

地方公共
団体支援

連携
国際
協力

2-2 大府市認知症に対する不安のないまちづくり推進条例②



2-3 大府市地域包括ケア推進ビジョン

本人・家族への支援

９

総合計画

福祉計画
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2-4 誰もが集える地域の場づくり本人・家族への支援

認知症カフェ

本人ミーティング
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2-５ しなやかネット×おおぶ・あったか見守りネットワーク

おおぶ・あったか
見守りネットワーク

地域見守り活動に関する包括協定

しなやかネット

行方不明者捜索模擬訓練

・認知症高齢者事前情
報登録制度
・認知症高齢者等個人
賠償責任保険事業

本人・家族への支援



１２

2-６ 認知症サポーター２万人チャレンジ！

正しい知識(理解)の普及

チームオレンジおおぶ

認知症サポーター養成講座

おおぶオレンジサポーター

認知症見守りステッカー
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2-７ 認知症モニュメントライトアップ

おおぶ・あったか認知症安心支援ガイド

世界アルツハイマーデーイベント

図書館特別展示

正しい知識(理解)の普及

認知症モニュメント 市役所庁舎

イラスト出典



１４VR画面イメージ

KURUTOおおぶ/健康講座高齢者の運転寿命延伸プロジェクト

espoいしがせ（常設e-スポーツルーム）

2-８ プラスワンの高齢者施策
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実証フィールドの
提供

多様な主体を
つなぐ

仕組み・ルール
づくり

UniCoプロジェクト

大府市の役割

認知症フレンドリから
「ユニバーサルフレンドリ」へ

「０次予防」の環境づくり

「産官学民」が連携し、みん
なにやさしい健康政策

認知症に対する不安のないまち おおぶ

３．UniCoプロジェクトへの期待



ご清聴ありがとうございました

2023.12.22 NCGG-UniCoプロジェクト コンソーシアムキックオフ会議

Dementia - Friendly City
OB

U


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17

